
様式１ 

 

令和６年度学長戦略経費（研究プロジェクト）実績報告書（研究実績） 

 

１ 研究課題名 

教育実習指導を通して学び続ける教師  

―管理職，教育実習生との相互作用から得られるものとは－ 

 

２ 研究代表者 

釧路校・准教授・半澤礼之 

 

３ 研究分担者・研究協力者 

釧路校・教授，キャンパス長・越川茂樹  

釧路校・准教授・星裕 

釧路校・准教授・田中雅子 

釧路校，学校臨床心理専攻・准教授・浅井継悟 

全て研究分担者 

 

４ 令和６年度研究計画の達成度 

□ a 計画とおり達成した 

☑ b 概ね達成した 

□ c あまり達成できなかった 

□ d 全く達成できなかった 

【c又は dを選択した場合の理由や問題点】 

 

 

 

５ 学術的成果 

【論文投稿】 

浅井継悟・半澤礼之・星裕・田中雅子・越川茂樹 (2025). 教育実習生の受

け入れ経験と教師の自律的な学習姿勢および教師効力感との関係 日本教育

工学会論文誌 早期公開版

(https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjet/advpub/0/advpub_48102/_pd

f/-char/ja) 

 

星裕・田中雅子・半澤礼之・浅井継悟・越川茂樹 (印刷中). 教育実習指導を

通した教育実習指導教員の教師教育者としての変容－附属小学校教員への

インタビュー記録の質的分析－ 日本教育支援協働学研究, 7 

【書籍出版】 

特になし 

 



【学会発表】 

星裕・田中雅子・半澤礼之・浅井継悟・越川茂樹 (2025). 教育実習指導を通

した教育実習指導教員の教師教育者としての変容－附属小学校教員へのイ

ンタビュー記録の質的分析－ 2024 年度日本教育支援学会研究大会(2025

年 3月 8日：オンライン) 

 

浅井継悟・半澤礼之・星裕・田中雅子・越川茂樹 (2025). 短期縦断調査を用

いた教育実習生の指導が教師の自律的な学習姿勢に与える影響の評価 日

本教育工学会 2024年度春季全国大会(第 46回) (2025年 3月 8日・9日：

成城大学) 

【その他】 

特になし 

 

 

６ 実践的成果 

【教材】 

特になし 

 

【評価方法】 

特になし 

 

【指導（授業）案】 

特になし 

 

【教育方法】 

特になし 

 

【その他】 

特になし 

 

 

７ その他、研究実施状況 
1．学内打ち合わせ 

2024年 11月 20 日臨床的研究プロジェクト打ち合わせ 

14:43-15:20 

参加者：半澤、越川、田中、星、浅井(敬称略) 

 

議題 

１：星／浅井の論文 

星先生の論文については、教育支援協働研究のフォーマットに合わせて文字数を削減し、

「論文」の種目で提出をすることが確認された。浅井の論文については、原稿を修正した

ことが報告された。 

２：道教委との調査（2回目）／学生・教員・管理職 3者マッチング調査（浅井） 



道教委との調査については、616名の回答が得られたことが報告された。3者マッチング

調査については、11 組のマッチングが成立したことが報告され、その中でできる分析を

行うことが報告された。 

３：その他 

・3 月に教師学学会、教育工学会に参加することが確認された。 

・次回の会議は年明けにすることが確認された。 

 

2025年 2月 28日臨床的研究プロジェクト打ち合わせ 

9:00-10:08 

参加者：半澤、越川、田中、星、浅井(敬称略) 

 

議題 

１：２月の道教委との打合せについて（報告） 

半澤先生・星先生より 2 月 17 日に行われた道教委との打ち合わせについて報告され

た。次年度の調査については、縦断調査では人が集まらないので、（１）教育実習の担当

する先生へという表現で依頼をする（２）実習担当後に年度末に調査を行うという２案が

報告された。（１）については通知の仕方を変えれば可能であるが道教委の担当者は乗り

気ではない。（２）については、年度末ということが先生方に取っては忙しさがネックと

なる。そのため、（１）ができるかどうかを道教委に尋ね、可能であれば道教委からの依

頼と釧路教育局にも同じ依頼をすること、難しい場合は（２）の事後調査のみに焦点をあ

て、どのようなプロセスで実習を担当したのか等を尋ねる項目を追加し尋ねることが確

認された。 

成果物については、道教委としては、パンフレットとリーフレットを合体させたものが

検討されていることが確認された。これまでの研究結果の蓄積を記載するのと、インタビ

ュー動画を作成し、リーフレットから QRコードで飛べるようにすることが確認された。

インタビューについては、協力してくれる教育実習を担当した先生を探す必要があるこ

と、その際には、若手、中堅など様々なキャリアステージの先生や、へき地・小規模の先

生にもインタビューをする必要があることが確認された。また、インタビューだけでな

く、実習の様子も含めた動画にできるとより興味を引くのではないかという意見も出さ

れた。視聴対象は、これから実習を担当する教員を対象にすることが確認された。期間は

３年程度を想定した方が良いという意見も出された。 

２：2025年度の調査について 

浅井より現在の手持ちのデータで何が報告できるのかについて報告された。全てのデ

ータを都度公表するのではなく、大切な部分を公表していくというスタンスが確認され

た。 

３：2025年度の学会発表について 

教師教育学会、教育工学会の日程について共有された。 

４：その他 

今後は、アンケート調査に加えてへき地・小規模校と特別支援学校の教員へのインタビ

ューを行うことが確認された。 

 
2．道教委との打ち合わせ 

道教委との打ち合わせ(2025年 2月 17日 北海道教育委員会での対面打ち合わせ) 

〇 打ち合わせ事項 
1. 令和 6年度実施の調査の報告 

2. 2025年度の調査について 

3. 本プロジェクトの成果物について 



4. そのほか 
 

８ 使用者や研究協力先等から受けたアドバイス等 

縦断研究の結果において，教育実習指導担当前と担当後の教師の力量に関

わる変数を比較すると実習後の方がやや得点が下がっている(力量に対する

自己認知が低下した)ことについて，道教委の方との議論の中で，「実習直後

は，実習生を受け入れたことで生じる学級内の様々な問題(落ち着きのなさ

等)を立て直すために，一時的に自己認知が下がるのではないか」という仮説

を立てることができた。ここから，実習直後の実習担当教員へのフォローが必

要なことに加えて，実習後についた力量について確かめるためには担当後あ

る程度の時間がたってから振り返ってもらうことが必要だということが明ら

かになった。 

 


